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｢(仮称)名駅三丁目計画｣建設事業に係る環境影響評価方法書についての環境の保

全の見地からの意見は次のとおりです。 
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名古屋市長 河 村 た か し  

 

 

 「（仮称）名駅三丁目計画」建設事業に係る環境影響評価の実施にあたっては、当

該事業に係る環境影響評価方法書に記載されている内容を適正に実施するとともに、

環境影響評価準備書の作成にあたり、以下の事項について対応が必要です。 
 
 

１ 事業計画に関する事項 
(1) 名古屋駅周辺地区では、「名駅一丁目 1 番計画北地区（仮称）建設事業」及び「名

駅一丁目 1 番計画南地区（仮称）建設事業」（以下、両事業を合わせて「名駅一

丁目計画（北・南）」という。）の環境影響評価手続きが進められており、工事期

間の重複が想定される。今後、工事工程や工事関係車両の走行ルート等工事計画

の検討にあたっては、「名駅一丁目計画（北・南）」の事業者等との綿密な連絡調

整に努めるとともに、周辺環境に及ぼす影響を低減するための措置を具体的に記

載すること。 
(2) 本事業計画の基本方針の一つである「回遊性のある歩行者ネットワークの形成」

について、事業予定地に含まれている市道との関係も含め、将来計画を具体的に

記載すること。 

(3) 本事業計画の基本方針の一つである「環境共生への取組み」で、最新の地域冷

暖房施設の設置等に努めることとしている。本事業で導入を想定している地域冷

暖房施設について、その構成・規模、排ガス処理等の方法、環境負荷の低減の効

果等について具体的に記載すること。 

(4) 本事業は、事業予定地が地下街・地下鉄等に隣接し、大規模な掘削工事を予定

していることから、既存の地下構造物に影響を及ぼさないように、事業計画・工

事計画等を検討すること。 

 

写



２ 事前配慮に関する事項 

事前配慮において、「努める」等としている事項については、今後、環境影響評

価準備書の段階で具体的な内容をできるだけ示すとともに、事業計画・工事計画等

にこれを反映すること。 

 

３ 予測・評価に関する事項 

(1) 環境影響評価の実施にあたっては、「名駅一丁目計画（北・南）」との相互協力・

調整に努めるとともに、これらの事業計画・工事計画等を考慮した上で、予測条

件を明確に記載し、的確な予測・評価等を実施すること。 

(2) 事業予定地周辺地域は、超高層建築物等の大規模なビル群が集中しており、局

所的な大気質への影響が懸念される。また、幹線道路における自動車交通量も多

い地域である。このため、これらの特性も踏まえて、本事業における熱源施設の

稼働等に伴う影響について検討すること。 

(3) 事業活動に伴う温室効果ガス発生量の内、エネルギー消費による二酸化炭素排

出量の予測・評価において、新建築物と現況施設の排出状況を比較・検討すると

ともに、新たに導入する省エネルギー対策等の削減効果を具体的に記載すること。 

(4) 事業予定地周辺では、複数の高層建築物による複合的なビル風の発生が考えら

れる。このため、予測に際しては、「名駅一丁目計画（北・南）」を考慮するとと

もに、予測条件（境界条件・解析範囲等）とその設定理由を具体的に記載するこ

と。 

(5) 安全性について、本事業の工事により遮断される敷地内地下通路の通過歩行者

が、地上へ流れることが想定されることから、現在の地下通路歩行者の実態を記

載するとともに、これらを含めた歩行者の工事中の安全性に対し、どのように配

慮するのかについて記載すること。 

(6) 緑地等について、事業予定地周辺の緑地等の現地調査を行い、その結果を踏ま

え、緑化計画を記載すること。 

 

４ その他 

(1) 図表の活用や用語解説の記載などにより、市民に理解される分かりやすい図書

の作成に努めること。 

(2) 住民等から寄せられた意見について十分な検討を行うとともに、今後とも住民

意見の把握に努めること。 

 


